（様式５）　　　　　　　　　　　　　　　
令和　年　月　日

相模原市長あて
住所又は所在地　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　
代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　　㊞　
企　画　提　案　書　
　次の件について、企画提案書を提出します。

なお、本書の記載事項は事実と相違ないことを誓約いたします。
件名：相模原市立博物館プラネタリウム投影等業務委託に係る公募型プロポーザル
連絡担当者　　　　　　　　　　　　　
所　属　　　　　　　　　　　　　
氏　名
電　話
電子メール
　企画提案書については、以下の注意事項を参考に作成すること。
	企画提案書の構成

	１　業務に対する理解及び履行能力
２　プラネタリウム番組及び全天周映画
３　天文資料等の取り扱い及びその他教育普及事業


	企画提案書作成にあたっての注意事項

	· 　プロポーザルに係る実施要領、仕様書及び仕様書別紙を熟読の上、作成すること。なお、本様式は、仕様書に基づき提案を求める要素を記載したものであり、必ずしもこの企画書様式により作成する必要はないものとする。ただし、評価等を公平かつスムーズに行うため、項目及び順序は記載のとおりとすること。
· 　不足する場合はページの追加も可能とするが、みだりにページ数が増えないよう、正確かつ簡潔に必要な情報を記載するとともに、図表や写真などを必要に応じ用いて、視覚的にわかりやすい提案書の作成を心がけること。
· 　用紙の大きさは、原則Ａ４版縦とすること。
· 　別紙２「評価基準」の評価項目について、漏れなく記載すること。
· 　仕様書等に記載のない事項であっても、本業務の目的達成のために有益であると考えられる事項、提案者の経験上考慮しておくべき事項などは、契約限度額を超えない範囲で提案することも可能とするとともに、採点時に優れた提案として評価する場合がある。
· 　枠は参考に示しているもので、大きさや文字数を制限するものではない。ただし、視認性を損なわない文字の大きさ、必要最小限の文字数を心がけること。
· 　必要に応じて、目次、索引を作成すること。
· 　専門用語を使用する場合は、脚注をつけること。
· 　表紙、目次を除く全てのページ（白紙部分を含める）の下部中央にページ数を記入すること。
· 　本市の提示した「仕様書」や関係書類の全面コピー、「仕様書のとおり」などの表現に終始しないこと。
· 　表紙には、「様式５」を用いること。なお、提出する１１部のうち、正本となる１部のみ社名（商号又は名称）、代表者名、見積書と同様の印鑑、提案者の担当部門及び責任者を明記すること。
· 　正本のみ表紙と背表紙に法人名を記入したフラットファイル等に綴り提出し、副本については、製本は行わず、左上クリップ止めのみとすること。



	１　業務に対する理解及び履行能力

	（１）プラネタリウム運営に対する方針
　提案者におけるプラネタリウム運営の基本的な方針や理念を踏まえ、提案者の視点から見た相模原市立博物館プラネタリウムの特徴や役割、アピールポイント等について記載すること
（２）契約履行能力及び受注実績
　提案者の契約履行能力について、受注実績などを踏まえて記載すること。
※受注実績について、具体的な物件名等については記載せず、施設の規模や投影機の種類などで場合分けし、件数や期間等を用いて表現すること。
（３）使用施設、投影機に対する理解
　提案者の視点から見た相模原市立博物館プラネタリウムの施設や使用投影機（仕様書記載）の特徴等を踏まえ、プラネタリウムの運営にあたって、活かしたい強みや安定的な施設運営を図るために注意・改善部分について提案すること。
（４）プラネタリウム操作・管理等に関する研修体制
　解説員に対して実施している又は今後実施する研修等、天文教育普及に係る能力向上に向けた取組内容について記載すること。
（５）災害等非常時の危機管理に対する考え方や対策
　相模原市立博物館の施設管理の一部を担うにあたって、災害等非常事態の発生への備え、対策手段について記載すること。


	２　プラネタリウム番組及び全天周映画

	（１）こども向けプラネタリウム番組の内容
業務開始（令和７年１０月１日）後、１年間の番組編成計画及びその後（令和８年１０月１日以降）の方針等について提案すること。
（２）団体投影用番組の制作・編集について

制作又は上映権を取得する聴覚障害者向け番組（１番組）及び幼児・理系学生・STEAM教育等、様々な利用用途を想定した番組（年間１番組）の内容について提案すること。
（３）上映する全天周映画の内容
　業務開始（令和７年１０月１日）後、１年間の番組編成計画及びその後（令和８年１０月１日以降）の方針等について提案すること。なお、相模原市立博物館が上映権を保有する全天周映画「HAYABUSA BACK TO THE EARTH」及び「MMX火星衛星探査計画」の上映についても記載する計画及び方針へ含めることも可能とする。


	３　天文資料等の取り扱い及びその他教育普及事業

	（１）天文資料の管理や掲示物等学習資料について
天文関連資料の収集・整理・保管の方針や手法及びそれらの成果等を掲示する天文かわら版の運営やその他教育普及を目的とした配布物等について提案すること。
（２）プラネタリウムに関する広報について
　ポスターやチラシ等、プラネタリウムの広報に向けた取組内容について提案すること。
（３）プラネタリウム多目的利用事業について
コンサート等プラネタリウムを多目的に利用した事業についての実績等を踏まえ、より良い事業とするための方策と月１回の頻度で開催が可能な多目的利用事業の企画内容について提案すること。
（４）その他提案事業について

　プラネタリウム投影の内容及びその他天文に関する教育普及や広報等の観点で、本業務の目的達成のために有益であると考えられる事項について、契約限度額を超えない範囲で提案すること。


